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● 免責
　本書に記載された内容は，情報の提供だけを目的としています。したがって，本書を用
いた運用は，必ずお客様自身の責任と判断によって行ってください。これらの情報の運用
の結果について，技術評論社および著者はいかなる責任も負いません。
　本書記載の情報は，2013年 11月現在のものを掲載していますので，ご利用時には，変
更されている場合もあります。
　また，ソフトウェアに関する記述は，特に断りのないかぎり，2013年 11月現在でのバー
ジョンをもとにしています。ソフトウェアはバージョンアップされる場合があり，本書での
説明とは機能内容や画面図などが異なってしまうこともあり得ます。本書ご購入の前に，必
ずバージョン番号をご確認ください。
　以上の注意事項をご承諾いただいた上で，本書をご利用願います。これらの注意事項を
お読みいただかずに，お問い合わせいただいても，技術評論社および著者は対処しかねます。
あらかじめ，ご承知おきください。

● 商標，登録商標について
・ 本書に登場する製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。なお，本文中に™，

®などのマークは特に記載しておりません。
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は じ め に
「あの国民的アイドルグループの選抜総選挙システムを，

2011年から 3年連続で，当社パイプドビッツが
運用管理しているのをご存じですか？」

このたびは，本書に興味を持っていただきまして誠にありがとうございます。
本書は，日本中が熱狂する国民的アイドルグループの選抜総選挙の投票システム
を，一瞬たりともダウンさせないため，毎秒１万アクセスに耐えるシステムに仕上
げていく実話をベースにした，稀有な，エンジニア向けの実用書です。
当社の技術者で組成したプロジェクトチームが，案件受注からカットオーバーまで

2カ月を切るタイトな状況下で，営業要件を起点に，どのようにシステムを設計，実
装，テストして，監視，運用したのか，実際に担当した技術者たちが，心を込めて，
書き上げました。
本プロジェクトは，利用実績の少ない新技術を積極的に採用し，徹底検証して利
用しました。たとえば，ディスクアクセスによるボトルネック懸念を避けるため，
2011年当時，世界でも実績や情報の少なかったインメモリデーターベースの
VoltDBを利用しています。また，大量アクセスに対応するため，キャッシュ機能
を持つリバースプロキシとして知られ，オープンソースの HTTPアクセラレータで
ある Varnishを利用しています。

DevOps時代と言われますが，経験の少ないエンジニアが，前述の営業要件から
開発，運用に至る，一連のプロセスを，実案件の緊張感と共に，体系的に学習でき
る実用書は少ないのではないでしょうか。本書は，プロセスごとの留意点に気を配
りながら，実践していただけるように，豊富なアプリケーションオブジェクトや
APIを提供する業務系 PaaS「SPIRAL」を自社で開発・運用する当社ならではのノ
ウハウも，オープンにして，汗と涙，時には笑いの裏話も交えて，わかりやすく，
紹介しています。
本書が，多くのエンジニアの皆様の，円滑で，安全なシステム開発・運用の一助

となり，社会の多くの人々を豊かにするシステムやクラウドサービスが広がること
を，心から願います。
また，このような貴重な情報を大勢の方々に届ける機会に，多大なるご理解とご
支援をくださったクライアント，関係者の皆様，また出版にご協力いただきました
皆様に，心から感謝しています。

株式会社パイプドビッツ
取締役副社長 COO

深井 雄一郎
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本書は，大量アクセスが想定されるWebアプリケーションの構築や運用を「やっ
てみたい」「その全体観を知りたい」という若手エンジニアやエンジニア志望の方を
対象としています。AKB48選抜総選挙のシリアルナンバー投票システム構築運用
を担っている技術者が，毎秒 1万アクセス，毎秒 1万投票を可能にしたシステムを
試行錯誤して構築した際の勘所や留意点を余さず具体的に解説しているため，過負
荷対策のプロジェクトを全体に渡ってつかめるようになります。
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本書の構成
第 1章⹅⹅⹅

　国民的アイドルグループ AKB48選抜総選挙シリアルナンバー投票システムを受
注し，開発するにいたった経緯を紹介します。毎秒 1万アクセスという「アクセス
スパイク」にどのように対処し，企業としてプロジェクトに臨んだのか，少数精鋭
のチームでいかになしえたのか，ノンフィクション（？）で解説します。本書を読
むにあたり，やさしく全体が俯瞰できる内容ですので必ず読んでください。

第 2章⹅⹅⹅

　高性能と高可用性，しかも短納期を同時に成り立たせるのには，独自のノウハウ
が必要です。投票システムを実際に作り上げていくにあたり，最初に検討すべき課
題をまとめます。設計，開発，テスト，それぞれの段階で技術的な背景を解説し，
どのように本システムに反映させたのか，方針をしっかりと解説します。

第 3章⹅⹅⹅

　投票システムのソフトウェア面で構成を解説します。Webシステムとして，どの
アプリケーションを選んだのか，それぞれの役目ごとに選択理由から操作方法まで
解説します。Webサーバやフレームワーク，リバースプロキシの仕組み，VoltDB
など，どのようなものが使用されたのか追体験できます。

第 4章⹅⹅⹅

　システムの価値を決めるのは，テスト結果です。どんなに思いを込めて作り上げ
ても，顧客の求める結果を出さねばなりません。毎秒 1万アクセスを実現するにあ
たり，どのようなテストが実施されたのか，詳細に解説しました。Amazon EC2を
利用した性能テストも紹介します。

第 5章⹅⹅⹅

　システムの性能をキープしながら，24時間 365日稼働を実現するにあたり，シ
ステムの「運用」方法が重要です。考えられるさまざまな障害に対してどのような
工夫を行ったのか，監視ソフトウェアの使用方法を軸に解説します。実運用で起き
た事例からわかったノウハウも紹介します。

第 6章⹅⹅⹅

　投票システムは，実に安定稼働を成し遂げています。すでに 3回の総選挙の荒波
を乗り越え成熟期に来ています。初期のシステムからどのようにシステムを成長・
発展させてきたのか紹介します。性能の向上はもちろんのこと，自社でのシステム
開発に応用するための手がかりをいかに得たのか，本システムから得られた莫大な
情報の中から，そのエッセンスを解説します。
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